
   

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６．１０ 
お知らせ 

◆10月15日(土) 海の公園で行われるいきいきフェスタ
金沢まつりで、子育て支援ぼたんちゃんブースたんぽぽ
スタッフも参加します。 

 子どもたちが遊べるエリアや、中学生たちによる縁日も
あります。 ぜひ遊びに来てください！ 

 

 

 10 月の市原こずえ助産師による特別講座は 

「お産の振り返り」です。 

 赤ちゃんのお顔が違うように同じお産はありませ

ん。お産の振り返りをすることで、心に引っかかって

いたことがすっきりして、また新たな気持ちで赤ちゃ

んと向き合えることがあります。  

 10 月 26 日(月)10:30～11:30 です。 

終了後 10 月のお誕生会も行います♪ 

エンゼルちゃん募集 
あいあい倶楽部では、お手伝いしてくださるスタッフ
を募集しています。小さいお子さん連れでも大丈夫。和
気あいあいと、ママ同士楽しく交流しています。 
 
 

 山本助産院、たんぽぽ、ママたちの文化
祭にご縁のある出店者の方々が集まってく
ださいました♪ 以下は予定の出品者です。 

 
＜食べ物＞ 
 助産院ごはん おにぎり＆お惣菜 

madomado キッチン 天然酵母パン  
あとりえ・うりまがみ スイーツ 
永島農園 しいたけ、きくらげ、 

採りたて野菜   など 
 

＜手作り雑貨＞ 
 ママたち手作りのおしゃれな品がいっぱいで
す！ 
アクセサリー、ヘアゴム、ヘアピン、 
ヘアバンド、ロゼット、リメイク缶、 
スプーン、ネックウォーマー、Fun パン、 
おむつカバー、アロマグッズ など 
 
 

スタッフはまだまだ 
募集中です！ 
前日当日お手伝いして 
くださる方、 
どうぞお声かけください♪ 

○親と子のつどいの広場 たんぽぽ○ ママたちの文化祭 2016 

 ６月から実習しています、首都大学東京、助産学生の橋本と

平田です。マタニティクラスで、名前の由来について皆さまが

お話されている機会がありました。名前の参考になればと思

い、私たちの名前の由来について紹介します。 

橋本留実（るみ）：「留」という字には「留める」という意味があ

り、さらに「実」で「実る」という意味があります。この二つの文字を

合わせて、「大切な事や思い出を心に留め、実らせられますよう

に」という思いが込められています。「るみ」は、私の誕生月の誕

生石がルビーですので、当て字で留美になり、名前に意味を付

けて「留実」という名前になりました。助産師として産婦さんの

想いや１回１回の関わりを心に留め、実らせていけるように頑張

ります。 

 平田有佳梨（ゆかり）：父はずっと男の子が生まれてくると思

っていたのですが、産まれたのは女の子。名前を考えていなか

った父は、慌ててお寺に行き、「有佳梨」と命名してもらいました。

父は５つぐらい名前に使ってほしい漢字を持って行き、住職に

選んでもらいましたが、「有佳梨」の中には父が持って行った字

は入っていませんでした。あまり見ない漢字ですので私自身気

に入っていますが、不満を上げるとすれば、画数が多く、文字の

変換ができないこと！テストの時も大変だったりします。 

 実習も残り２日となりました。健診や、お産に立ち会わせて頂

き、様々な事を学ばせて頂いています。本当にありがとうござい

ます。残りの実習も宜しくお願い致します。 

 

実習生の紹介 

＊詩子のつぶやき＊ vol.59香港の助産師研修  
  

９月１２日～２３日までの２週間、香港から５人の助産師
たちが研修に来ました。 
年間３０００人も誕生する大病院の管理職の方々です。 
大きいからこそできないことや、見えないことが沢山ある
ようで、助産院で何を学び何を成果として報告するのだろ
うと興味がありました。 
妊婦健診の仕方、会話、マッサージ、母乳率の高さ、完全母乳
の赤ちゃんの大きさにその都度歓声が上がります。 
おっぱいマッサージは、太極拳のようだと感心しきりです。 
他の助産院で、全員分娩にも立ち会うことができました。 
女性に対して尊厳を持ち、丁寧に接していること、親切であ
ること、助産院内が、清潔であること、細やかなおもてなし
の対応があることなど 日頃私たちは当たり前にしている
ことに、気が付き感動してくれました。 
新築したばかりの金沢保健センターも見学して、母子保健
福祉に優れている日本の政策にも感心したようでした。 
太平洋戦争の頃からあった母子手帳も、香港にはまだなく
て、お土産として横浜市の母子手帳が手渡されました。 
「全ての母子に助産師のケアを」 世界中が一つになって 
母子を支えられる世の中になりたいものです。 

香港の助産師たちは、皆さん親日家で「日本が大好き」と
声を揃えます。 
日常は、広東語なのですが、かつてイギリスの植民地であっ
たことから、多くの方が英語も話せます。 
英語も広東語もどちらも普通に使いこなすのを見て、国民
がバイリンガルなんだと感心しました。英語ができたらど
んなにか楽しいだろうと思います。 
これからは、世界の共通語として英語はぜひ話せる子供に
育ててほしいなと思います。２５歳までが勝負なのだそう
です。 

早ければ早いほど発音が良くなるので、中学生頃になっ
たら体験留学で、子ども達を世界に送り出してみたらいか
がでしょう。 

世界は広いです！！ 

 

文化祭当日 会場内ではチケットでのお
支払いとなります。 
山本助産院にて、前売りチケットを販売

します。 （販売期間：10/3～10/28） 
 
 \100円×11枚つづり \1,000円  
（11枚つづり未使用に限り、11/11 まで返金可）   
ご来院の際に、ぜひお求めください☆ 

～前売りチケットのご案内～ 

236-0031 

横浜市金沢区六浦 2-14-12 

TEL 045-788-6601 

http:// yamamotojyosanin.com 
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